
 
 

平成２５年度広島大学文学部編入学試験  

             答 案 作 成 上 の 注 意   

 

 

 

分  野  名  倫理学  

 

 

１．試験に関する注意  

 

           ① 試験開始後，直ちに下記の問題枚数等を確認してください。  
 

問   題   枚   数         ３  枚  

解   答   用   紙         ３  枚  

下   書   用   紙         １  枚  

   

 

           ② 受験番号等は，すべての解答用紙の所定の欄に記入してください。  

 

 

２．解答記入に関する注意  

 

解答はすべて解答用紙に記入してください。  

  



 

平成２５年度広島大学文学部編入学試験問題  
 

 

分野名  倫理学  

                                                   （３枚中の１枚目） 

Ⅰ（英語問題） 

次の文章は、1789 年に出版された著作の一部である。読んで後の問いに答えよ。 

 

NATURE has placed mankind under the governance of two  sovereign masters, pain and 

pleasure. It is for them alone to point out what we ought to do, as well as to determine what we 

shall do. On the one hand the standard of right and wrong, on  the other the chain of causes and 

effects, are fastened to their throne. They govern us in all we do, in all we say, in all we think: 

………………………（中略）…………………………  

By utility is meant that property in any object, whereby it tends to produce benefit, 

advantage, pleasure, good, or happiness (all this in the present case comes to the same thing), 

or (what comes again to the same thing) to prevent the happening of mischief, pain, evil, or 

unhappiness to the party whose interest is considered: if that party be the community in 

general, then the happiness of the community: if a particular individual, then the happiness of 

that individual. 

 

 

問 1 この著作を書いた思想家の名前を答えよ。  

 

問２ 上の文章に示されている立場は、一般に何と呼ばれているか、答えよ。  

また、その思想的主張を簡潔に説明せよ。  

 

問３ 下線部を和訳せよ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答用紙に答えること） 

 

 

 

 

 



 

平成２５年度広島大学文学部編入学試験問題  
 

 

分野名  倫理学  

                                                    （３枚中の２枚目） 

Ⅱ（ドイツ語問題） 

次の文章を読んで後の問に答えよ。  

 

In der Metaphysik, wenn man sie auch nur für eine bisher bloß versuchte, dennoch aber 

durch die Natur der menschlichen Vernunft unentbehrliche Wissenschaft  ansieht, sollen    

①synthetische Erkenntnisse a priori enthalten sein, und ②es ist ihr gar nicht darum zu tun, 

Begriffe, die wir uns a priori von Dingen machen, bloß zu zergliedern und dadurch analytisch 

zu erläutern, sondern wir wollen unsere Erkenntnis a priori erweitern, wozu wir uns solcher 

Grundsätze bedienen müssen, die über den gegebenen Begriff etwas hinzutun, was in ihm nicht 

enthalten war, und durch synthetische Urteile a priori wohl gar so weit hinausgehen, daß uns 

die Erfahrung selbst nicht so weit folgen kann, z.B. in dem Satze: die Welt muß einen ersten 

Anfang haben, u.a.m., und so besteht Metaphysik wenigstens ihrem Zwecke nach aus lauter 

synthetischen Sätzen a priori. 

 

（単語） 

versuchen: attempt   Vernunft: reason           unentbehrlich: indispensable     

ansehen: regard      synthetisch: synthetic      Erkenntnis: cognition, knowledge    

enthalten: contain    Begriff: concept            Ding: thing        zergliedern: analyse  

erläutern: explain    erweitern: widen, expand   Grundsatz: principle    

sich ~bedienen: make use of, use   hintun: put    wohl: well    weit: far    

hinausgehen: go out  folgen: follow      Satz: proposition       Anfang: beginning 

u.a.m.: und andere mehr          bestehen~aus: consist of ~    wenigstens: at least  

Zweck: purpose       lauter: pure    

 

 

問 1  上の文章が書かれている著書名とその著者を答えよ（日本語でも可）。 

 

問２  下線部①の性質について、著者が本文で述べている内容について具体的に記述せよ。  

 

問３ 下線部②を全訳せよ。 

 

問 4 上の見解について、あなた自身の意見を述べよ。 

 

 

 

 

 

 

（解答用紙に答えること） 

 

 

 

 

 



 

平成２５年度広島大学文学部編入学試験問題  
 

 

分野名  倫理学  

                                                   （３枚中の３枚目） 

Ⅲ（日本語問題） 

次の文章は『平家物語』の一節である。よく読んで後の問に答えよ。  

 

重盛いやしくも① 九
きゆう

卿
けい

に列して、②三台
さんたい

にのぼる。其
その

運命をはかるに、もッて③天心にあり。（１）

なんぞ天心を察
さつせ

ずして、おろかに医療をいたはしうせむや。④所労もし定業
じようごう

たらば、医療をくはふ

共、えきなからんか。又非業
ひ ご う

たらば、療治をくはへず共、たすかる事をうべし。彼
かの

⑤耆婆
ぎ ば

が医術及

ばずして、⑥大覚
だいかく

世
せ

尊
そん

、滅度
め つ ど

を⑦抜提
ばつだい

河
が

の辺
ほとり

に唱
とな

ふ。是
これ

則
すなわち

、定業の病
やまい

いやさざる事をしめさんが為

也
なり

。定業猶
なお

医療にかゝはるべう 候
そうらわ

ば、豈
あに

釈尊
しやくそん

入滅
にゆうめつ

あらんや。定業又治するに堪
たえ

ざる旨
むね

あきらけし。

治するは仏体也
なり

、療するは耆婆
ぎ ば

也。しかれば重盛が身、仏体にあらず、名医又耆婆に及
およぶ

べからず。

たとひ⑧四部
し ぶ

の書をかゞみて、百療
はくりよう

に長ずといふ共
とも

、いかでか⑨有待
う だ い

の穢
え

身
しん

を救療
くりよう

せん。たとひ⑩五経
ごきよう

の説を 詳
つまびらか

にして衆病
しゆびよう

をいやすと云
いう

共、豈
あに

先
ぜん

世
ぜ

の業病
ごうびよう

を治せんや。もしかの医術によッて存命せば、

本朝の医道なきに似
に

たり。医術効験
こうげん

なくんば、⑪面謁
めんえつ

所詮
しよせん

なし。就中
なかんずく

本朝⑫鼎
てい

臣
しん

の外相
げ そ う

をもッて異朝
いちよう

富
ふ

有
う

の来客
らいかく

にまみえん事、且
かつう

は（２）国の恥、且は道の⑬陵遅
りようち

也。たとひ重盛命は亡
ぼう

ずといふ共、い

かでか国の恥をおもふ心を存ぜざらん。此
この

由
よし

を申せ」とこその給ひけれ。  

 

注 ① 公卿  

② 太政大臣・左大臣・右大臣  

③ 天意  

④ 病気  

⑤ 古代インドの名医  

⑥ 釈迦  

⑦ 古代インドのマラ国の首都クシナガラを流れる川  

⑧ 中国の四つの医学書（素問経・大素経・難経・明堂経）  

⑨ 消滅無常の世に生きる罪に汚れた身  

⑩ 素問経・霊柩経・難経・金櫃要略・甲乙経の五医書  

⑪ 面会しても無駄である  

⑫ 大臣  

⑬ 物事が次第に衰え廃れること  

 

 

問１ 下線部（１）を現代語訳せよ。  

 

問２ 下線部（２）を具体的に説明せよ。  

 

問３ 重盛の死生観について思うところを述べよ。  

 

 

（解答用紙に答えること） 

 

 



 

解 答 用 紙 
 

 

分野名  倫理学  
受   験  

番   号  
       （３枚中の１枚目） 

 

Ⅰ（英語問題） 

 

問１  

 

 

 

 

問２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

解 答 用 紙 
 

 

分野名  倫理学  
受   験  

番   号  
       （３枚中の２枚目） 

 

Ⅱ（ドイツ語問題） 

 

問１ 著書名                 著者名 

 

 

 

問２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 

 



 

解 答 用 紙 
 

 

分野名  倫理学  
受   験  

番   号  
       （３枚中の３枚目） 

 

Ⅲ（日本語問題） 

 

問１  

 

 

 

 

 

 

 

問２ 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

下 書 用 紙 
 

 

分野名  倫理学  

 

 


